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佐久地域における地域包括ケアの 

取り組み 
 

ＪＡ長野厚生連 佐久総合病院 

副診療部長・地域ケア科医長 北澤 彰浩 

 
１．はじめに 

 厚生労働省は2012年が医療保険と介護保険

の診療報酬の同時改訂の年であったため、特

に本年度を新生在宅医療元年と位置づけ、介

護保険サービスの見直しを行い、地域包括ケ

アを本格的に展開しようと考えています。医

療におきましても、2011年に全国10か所でモ

デル的に行った在宅医療連携拠点事業を全国

105か所に広げて、20億円を超える予算を準備

しました。 

 

２．国の取り組み 

 国は地域包括ケアを実現するためには、 

① 医療との連携強化 

② 介護サービスの充実強化 

③ 予防の推進 

④ 見守り、配食、買い物など、多様な生

活支援サービスの確保や権利擁護など 

⑤ 高齢期になっても住み続けることので

きるバリアフリーの高齢者住まいの整備

（国土交通省） 

 

以上の５つの視点での取り組みが包括的（利

用者のニーズに応じた①～⑤の適切な組み合

わせによるサービス提供）、継続的（入院、退

院、在宅復帰を通じて切れ目ないサービス提

供）に行われることを必須としています。 

 ５つの視点における具体的な取り組みは以

下のとおりです。 

 ① 医療との連携強化 

  ・24時間対応の在宅医療、訪問看護やリ

ハビリテーションの充実強化 

 ② 介護サービスの充実強化 

  ・特養などの介護拠点の緊急整備（平成

21年度補正予算：３年間で16万人分確

保） 

  ・24時間対応の在宅サービスの強化 

 ③ 予防の推進 

  ・できる限り要介護状態とならないため

の予防の取り組みや自立支援型の介護

の推進 

 ④ 見守り、配食、買い物など、多様な生

活支援サービスの確保や権利擁護など 

  ・一人暮らし、高齢夫婦のみ世帯の増加、

認知症の増加を踏まえ、様々な生活支

援サービス（見守り、配食などの生活

支援や財産管理などの権利擁護サービ

ス）を推進 

 ⑤ 高齢期になっても住み続けることので

きるバリアフリーの高齢者住まいの整備

（国土交通省） 

  ・高齢者専用賃貸住宅と生活支援拠点の

一体的整備 

  ・持ち家のバリアフリー化の推進 

 

 上記の地域包括ケアシステムは、実際に日

本全国どこの地域でも機能し、実施可能かと

言えば残念ながらそうではありません。人口

が多く介護保険で利用できる事業所が集中し

ている地域、つまりは都会の方が適していま

す。佐久を始めとする多くの厚生連病院が立

地している地域は人口10万人以下の中山間地

なのでどちらかというと不利になります。そ
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の上、佐久総合病院は総ベッド数が1,000床を

超え、総職員数も2,000人を超える大病院で、

施設指定もがん診療連携拠点病院、心臓疾患

基幹病院、救命救急センター、地域災害医療

センター、エイズ治療拠点病院等の指定を受

けており、佐久地域ひいては東信地域での基

幹病院の役割も担っているため、本来は地域

包括ケアシステムの構築に積極的に関わるこ

とが難しいのが実情です。 

 しかし、当院は設立初期の昭和20年12月か

ら出張診療という形で病院から地域へ出てい

く活動を行っていました。そして、その活動

を引き継いでいくことを目的に地域ケア科を

設置しており、現在、地域ケア科では訪問診

療・訪問看護・居宅管理事業・宅老所（認知

症の方のデイサービス）の運営を行っていま

す。病院としては昭和62年に日本で初めて開

設された老人保健施設７つのうちの一つを運

営しており、老人介護もその当時より行って

いました。 

 以上の理由から、当院はやはり佐久地域の

地域包括ケアに積極的に関わらざるを得ない

状況であり、そしてもっと言えば、この地域

包括ケアをこの地域でうまくとり行えるよう

になって初めて、佐久総合病院の本当の意味

での地域医療が実現すると考えています。 

 

３．佐久地域の取り組み 

 地域包括ケアの実現のため、そのお手伝い

のため、当院は佐久地域でさまざまな取り組

みを行っています。それらを以下に示してい

きます。 

 

① 医療（機関）との連携強化 

  在宅医療に関してはまだまだ十分な体制

を敷くことはできていません。ただ、佐久

医師会内に地域ケアネットワーク研究会

（図１）を設置し、在宅医療の普及や在宅

医療を行う医師の負担を軽減するための体

制づくりを検討しています。実際、佐久医

師会内では在宅看取り（図２）を年間１～

３件行っている診療所で、佐久医師会内の

診療所が行った在宅看取りの全体の３割を 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

地域ケアネットワーク研究会

在宅医療普及のための課題検討

奇数月の第２火曜日19時から

佐久医師会のメンバー9人で構成

内訳

開業医3人
中小民間病院1人
自治体病院2人
佐久総合病院2人
医師会長（オブザーバー参加）

図１ 

図２ 
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 占めています。決して一部の在宅医療に熱

心な診療所だけが在宅看取りを担っている

わけではないことになります。我々は、こ

のように地域の一部の熱心な診療所だけが

在宅医療を行うのではなく、地域の多くの

診療所が可能な範囲で少しずつ在宅医療を

担うのが本来の姿なのではないかと考えて

います。よって、今より在宅医療を行う診

療所が増え（図３）、現状の規模をもう少し

大きくできるように考えていきます。 

  あと、どうしても地域包括ケアにおける

医療と言えば、在宅医療と結び付けて考え

てしまいがちですが、本当は在宅医療だけ

ではなく病院と病院の病病連携も重要な要

素であると考えています。その点では、現

在進めている佐久総合病院の再構築は、佐

久地域の医療をそれぞれの一病院の病院完

結型から地域にある医療機関全体での地域

完結（または連携）型を目指していますの

で、その形が実現できるようにしていきた

いと考えています。 

 

② 多職種との連携強化 

  地域包括ケアを円滑に行う上では多職種

の方々の連携が上手くいくことが大変重要 

 です。 

  そのため当地域では多職種の方々がお互

いの顔の見える関係を作る目的でSCCnet

（Saku Community Care net：佐久コミ

ュニティーケアネット）（図４）を開催して

います。この集まりには医師・歯科医師・

看護師・薬剤師・介護福祉士・ヘルパー・

ケアマネージャー・弁護士等が参加してい

ます。今年度は１年間かけて看取りをテー

マに、それぞれの立場から看取りに関する

考え方を発表し、皆で共有し議論していま

す。しかし、実際に多職種間の連携をスム

ーズにするためには、顔が見えるだけでは

不十分であることが分かってきました。そ

こで、当院が今年度の在宅医療連携拠点事

業を行うことになったのを機に、顔が見え

るだけでなく、相手の仕事内容や役割を理 

ＳＣＣＮet
(佐久コミュニティーケアネット）
 平成２１年８月に発足

 佐久地域の多職種が集まれる場

 勤務先ではなく業種で個人で参加可能

 まずは顔がお互いに分かる関係に

 事例検討

 その時に気になっている事・問題

 この地域の皆で共有したいこと

 偶数月第４火曜日19時～20時３０分

図３ 

図４ 
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 解する目的で事業所間交流研修を開始して

います。まだまだ始まったばかりですが、

研修を終えた方々からは大変良い評価をい

ただいています。今後もどんどん進めてい

きたいと考えています。 

 

③ 高齢者の住まいのあり方 

  日本は皆様もご存じの通り持ち家率が大

変高く、特に自分自身が住んでいる家や土

地に対するこだわりが大変強い国です。し

たがって、みなさんが心身ともに健康であ

れば、可能な限り人生の最期まで自分の持

ち家で過ごせればそれに越したことはあり

ません。しかし、現実には多くの方が心身

のどこかに疾患を抱え、どうしても誰かの

お手伝いや介護が必要な状況になります。

そして核家族化がますます進んで高齢夫婦

世帯や独居の方が増えている状況では、そ

のまま自分の持ち家で住み続けることは大

変困難になります。そのため、最終的に施

設等に入らざるを得ない方が多くなるとい

うことを予測するのは、それほど難しいこ

とではありません。また、首都圏のような

都会で長年暮らしてこられた方々で、定年

後自然の多い長野県で、しかも東京へのア

クセスが比較的良い佐久に住みたいという

方々にも安心して暮らしていただける地域

でありたいと考えています。そこで、この

佐久地域では高齢者のための住まいを既存

の施設以外に目的別に数種類用意できれば

と考えています。例えば、独居の方々がこ

の地域の空き家を利用し、数人が共同で生

活できるような住まいに改修したもの。数

組のご夫婦がそれぞれのプライベートな居

住スペース（部屋）と共同で利用する場所

を備えたような住まい。または、それぞれ

が１戸建てで暮らしていても、屋外の中心

に共有の庭がある共同住宅の住まい等です。 

  そして、この地域には看護専門学校と看

護大学があり、介護福祉士を養成する短期

大学もありますので、上記のそれぞれの住

まいに必要であればこれらの学生たちが共

同で生活できるような工夫をすることによ

り、学生たちにとっては生活の中に実際の

ケアが行える空間を提供できるし、高齢者

の方々にとっては社会資源として学生たち

とかかわることができるようになるのでは

ないかとも考えています。 

 

④ 地域住民への取り組み 

  地域住民の方々に関心を持っていただく

ためには、皆さんが気になっていることや

興味のあることの情報を発信していきなが

ら一緒に考えていく場を作り、その場所で

みんなで話し合いながら考えるのが一番良

い方法ではないかと考えています。そうし

ますと、やはり身体・健康・病気等の問題

が話題になってきます。現在では国民の二

人に一人が罹患し三人に一人がその病気で

死んでしまう「がん」と、急速に増えてい

る「認知症」をテーマにするのが良いので

はないでしょうか。当地域では、まさに一

般市民のボランティアの方々により、順天

堂大学の樋野興夫教授が提唱されている

「がん哲学外来カフェ（次頁図５、６）」が

月に１度開催されています。認知症に関し

てはまだ当地では行えていませんが、労働

政策研究・研修機構研究員の堀田聰子さん

が日本に紹介してくださっているオランダ

の「アルツハイマーカフェ（図７、８）」を
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参考に今後開催していきたいと考えていま

す。 

  可能であれば、そのような「がん」「認知

症」等の気になる病気のことや、病気以外

でも何でも気になることを、ご本人でもご

家族でも誰もがいつでも気軽に相談できる

場所を、病院の外の商店街の中などに作れ

れば良いと考えています。何か所も行かな

くてもワン・ストップですべての相談がで

きる場所を設けたいと思っています。 

  具体的には昨年（2011年）７月10日に東

京の新宿区戸山ハイツに開設された、株式

会社ケアーズ白十字訪問看護ステーション

の秋山正子さんが代表をつとめている「暮

らしの保健室」がお手本になると考えてい

ます。学校の保健室は皆さんが学生時代に

一度はお世話になったことがある場所だと

思いますが、勉強をしに行く学校ではあり

ますがその中でその空間だけは少し違った

雰囲気を持っていたのではないでしょう

か。何となく安心でき、落ち着き、ほっと

できるような場所です。病院に行くほどで

はない、または病院に行くには気が引ける

ような時にでも何か困ったことがあれば相

談ができたのではないでしょうか。そんな

場所が住み慣れた自分の町の中にあれば、

今よりもより安心して暮らせるとは思いま

せんか。 

 

４．おわりに 

 今後、佐久地域では、上記に挙げた取り組

みのうちすでに実行しているものはより充実

したものに、まだ実行できていないものに関

しては少しでも早く関係機関や関係者と協力

して実行に移していきたいと考えています。

そして、この佐久地域に暮らしてくださる方

が年をとっても、病気になっても障がいが残

っても、夫婦二人きりになっても独居になっ

ても、住みやすい地域になるように地域包括

ケアを完成させていきたいと考えています。 

 

 

がん哲学外来・メディカルカフェの意義

傾聴──聴いてくれる人がいる

寄り添う──わかってくれる人がいる

悩みごと相談──気持ちを整理できる

言葉──気づきのヒント、心の支えを得る

まるごと受容──医療の狭い領域を超え
る

解放区──何でも話せる解放感

第１回がん哲学外来市民学会柳田邦男氏資料

がん哲学外来カフェ

誰もが気になっている疾患

だけどよくわからない

皆で集まって考えよう

誰もが専門家

医療の専門家・患者の専門家・

患者家族の専門家・

患者の友人の専門家

月に1回土曜日昼間に開催

図５ 

図６ 
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月1回2時間程度同じタイムスケジュール
– 30分 徐々に集いコーヒー・紅茶を飲みながらおしゃべり

– 30分 専門職によるテーマを決めたレクチャー

（コーディネーターによるインタビュー形式）

– 30分 休憩・おしゃべり（ライブミュージック等、飲み物）

– 30分 参加者と講師による質疑応答、ディスカッション

– 30分 講師もまじえ、さらに飲み物とともに歓談

 1年分の日時・レクチャーのテーマがリーフレット

にまとめられている（自治体広報に掲載、関係
機関での配布、街なかでの掲示）

労働政策研究・研修機構 研究員 堀田聰子氏資料

オランダのアルツハイマーカフェ
－誰でも、子たちも専門職も住民として

 Alzheimer Cafe
– 1997年~心理学者とAlzheimer Nederlandが協力して開始

 認知症者と家族、友達、地域住民、専門職等が誰でも
参加でき和やかに集う「カフェ」
– 認知症者と家族のエンパワメント、仲間づくり

– 「治療」の強調ではなく感情的、社会的交流を促す

– 認知症に対する知識の普及（タブーを破る）

– 認知症に向き合う

 財源はさまざま（自治体によりWmoでカバー、Alzheimer 
Nederlandを通じた助成金等）、自己負担なし

 科学的な効果検証は行われていないが、参加者の満足
は高く 「固定客」あり全土200の展開、世界各国へ

労働政策研究・研修機構 研究員 堀田聰子氏資料

図７ 

図８ 



<<
  /ASCII85EncodePages false
  /AllowTransparency false
  /AutoPositionEPSFiles true
  /AutoRotatePages /None
  /Binding /Left
  /CalGrayProfile (Dot Gain 20%)
  /CalRGBProfile (sRGB IEC61966-2.1)
  /CalCMYKProfile (Japan Color 2001 Coated)
  /sRGBProfile (sRGB IEC61966-2.1)
  /CannotEmbedFontPolicy /Error
  /CompatibilityLevel 1.3
  /CompressObjects /Off
  /CompressPages true
  /ConvertImagesToIndexed true
  /PassThroughJPEGImages true
  /CreateJobTicket false
  /DefaultRenderingIntent /Default
  /DetectBlends true
  /DetectCurves 0.0000
  /ColorConversionStrategy /CMYK
  /DoThumbnails false
  /EmbedAllFonts true
  /EmbedOpenType false
  /ParseICCProfilesInComments true
  /EmbedJobOptions true
  /DSCReportingLevel 0
  /EmitDSCWarnings false
  /EndPage -1
  /ImageMemory 1048576
  /LockDistillerParams false
  /MaxSubsetPct 100
  /Optimize false
  /OPM 1
  /ParseDSCComments true
  /ParseDSCCommentsForDocInfo true
  /PreserveCopyPage true
  /PreserveDICMYKValues true
  /PreserveEPSInfo true
  /PreserveFlatness true
  /PreserveHalftoneInfo false
  /PreserveOPIComments false
  /PreserveOverprintSettings true
  /StartPage 1
  /SubsetFonts true
  /TransferFunctionInfo /Apply
  /UCRandBGInfo /Remove
  /UsePrologue false
  /ColorSettingsFile ()
  /AlwaysEmbed [ true
  ]
  /NeverEmbed [ true
    /DFGyoSho-Lt-WIN-RKSJ-H
    /DFHSGothic-W5-WIN-RKSJ-H
    /DFHSMincho-W3-WIN-RKSJ-H
    /DFHSMincho-W7-WIN-RKSJ-H
    /FGGyoshoLC-M
    /FGHeiseiKakuGothic-W3
    /FGHeiseiKakuGothic-W5
    /FGHeiseiKakuGothic-W7
    /FGHeiseiKakuGothic-W9
    /FGHeiseiMincho-W3
    /FGHeiseiMincho-W5
    /FGHeiseiMincho-W7
    /FGHeiseiMincho-W9
    /FGKyokashoNT-M
    /FGMaruGothicCa-B
    /FGMaruGothicCa-L
    /FGPGyoshoLC-M
    /FGPHeiseiKakuGothic-W3
    /FGPHeiseiKakuGothic-W5
    /FGPHeiseiKakuGothic-W7
    /FGPHeiseiKakuGothic-W9
    /FGPHeiseiMincho-W3
    /FGPHeiseiMincho-W5
    /FGPHeiseiMincho-W7
    /FGPHeiseiMincho-W9
    /FGPKyokashoNT-M
    /FGPMaruGothicCa-B
    /FGPMaruGothicCa-L
    /HGGothicEPRO
  ]
  /AntiAliasColorImages false
  /CropColorImages true
  /ColorImageMinResolution 300
  /ColorImageMinResolutionPolicy /OK
  /DownsampleColorImages false
  /ColorImageDownsampleType /Bicubic
  /ColorImageResolution 300
  /ColorImageDepth -1
  /ColorImageMinDownsampleDepth 1
  /ColorImageDownsampleThreshold 1.50000
  /EncodeColorImages true
  /ColorImageFilter /DCTEncode
  /AutoFilterColorImages true
  /ColorImageAutoFilterStrategy /JPEG
  /ColorACSImageDict <<
    /QFactor 0.15
    /HSamples [1 1 1 1] /VSamples [1 1 1 1]
  >>
  /ColorImageDict <<
    /QFactor 0.15
    /HSamples [1 1 1 1] /VSamples [1 1 1 1]
  >>
  /JPEG2000ColorACSImageDict <<
    /TileWidth 256
    /TileHeight 256
    /Quality 30
  >>
  /JPEG2000ColorImageDict <<
    /TileWidth 256
    /TileHeight 256
    /Quality 30
  >>
  /AntiAliasGrayImages false
  /CropGrayImages true
  /GrayImageMinResolution 300
  /GrayImageMinResolutionPolicy /OK
  /DownsampleGrayImages false
  /GrayImageDownsampleType /Bicubic
  /GrayImageResolution 300
  /GrayImageDepth -1
  /GrayImageMinDownsampleDepth 2
  /GrayImageDownsampleThreshold 1.00000
  /EncodeGrayImages true
  /GrayImageFilter /DCTEncode
  /AutoFilterGrayImages true
  /GrayImageAutoFilterStrategy /JPEG
  /GrayACSImageDict <<
    /QFactor 0.15
    /HSamples [1 1 1 1] /VSamples [1 1 1 1]
  >>
  /GrayImageDict <<
    /QFactor 0.15
    /HSamples [1 1 1 1] /VSamples [1 1 1 1]
  >>
  /JPEG2000GrayACSImageDict <<
    /TileWidth 256
    /TileHeight 256
    /Quality 30
  >>
  /JPEG2000GrayImageDict <<
    /TileWidth 256
    /TileHeight 256
    /Quality 30
  >>
  /AntiAliasMonoImages false
  /CropMonoImages true
  /MonoImageMinResolution 1200
  /MonoImageMinResolutionPolicy /OK
  /DownsampleMonoImages false
  /MonoImageDownsampleType /Bicubic
  /MonoImageResolution 1200
  /MonoImageDepth -1
  /MonoImageDownsampleThreshold 1.50000
  /EncodeMonoImages true
  /MonoImageFilter /CCITTFaxEncode
  /MonoImageDict <<
    /K -1
  >>
  /AllowPSXObjects false
  /CheckCompliance [
    /PDFX1a:2001
  ]
  /PDFX1aCheck true
  /PDFX3Check false
  /PDFXCompliantPDFOnly true
  /PDFXNoTrimBoxError false
  /PDFXTrimBoxToMediaBoxOffset [
    0.00000
    0.00000
    0.00000
    0.00000
  ]
  /PDFXSetBleedBoxToMediaBox true
  /PDFXBleedBoxToTrimBoxOffset [
    0.00000
    0.00000
    0.00000
    0.00000
  ]
  /PDFXOutputIntentProfile (Japan Color 2001 Coated)
  /PDFXOutputConditionIdentifier (JC200103)
  /PDFXOutputCondition ()
  /PDFXRegistryName (http://www.color.org)
  /PDFXTrapped /False

  /CreateJDFFile false
  /Description <<
    /CHS <>
    /CHT <>
    /DAN <>
    /DEU <>
    /ESP <>
    /FRA <>
    /ITA (Utilizzare queste impostazioni per creare documenti Adobe PDF che devono essere conformi o verificati in base a PDF/X-1a:2001, uno standard ISO per lo scambio di contenuto grafico. Per ulteriori informazioni sulla creazione di documenti PDF compatibili con PDF/X-1a, consultare la Guida dell'utente di Acrobat. I documenti PDF creati possono essere aperti con Acrobat e Adobe Reader 4.0 e versioni successive.)
    /KOR <>
    /NLD (Gebruik deze instellingen om Adobe PDF-documenten te maken die moeten worden gecontroleerd of moeten voldoen aan PDF/X-1a:2001, een ISO-standaard voor het uitwisselen van grafische gegevens. Raadpleeg de gebruikershandleiding van Acrobat voor meer informatie over het maken van PDF-documenten die compatibel zijn met PDF/X-1a. De gemaakte PDF-documenten kunnen worden geopend met Acrobat en Adobe Reader 4.0 en hoger.)
    /NOR <>
    /PTB <>
    /SUO <>
    /SVE <>
    /ENU (Use these settings to create Adobe PDF documents that are to be checked or must conform to PDF/X-1a:2001, an ISO standard for graphic content exchange.  For more information on creating PDF/X-1a compliant PDF documents, please refer to the Acrobat User Guide.  Created PDF documents can be opened with Acrobat and Adobe Reader 4.0 and later.)
    /JPN <FEFF77f35c7153705237300000580050002000430054005075280020005600650072002e00200031002e0030003630005143306f0020005000440046002f0058002d00310061000d30c030a630f330b530f330d730eb309230aa30d5000d57cb30818fbc307f79816b62306e30d530a930f330c8306f57cb30818fbc307e306a3044000d004400467cfb004400480050003430d530a930f330c8300157cb30818fbc307f79816b62000d00500044004630d530a130a430eb5185306b8a2d5b9a30924fdd5b583059308b>
  >>
  /Namespace [
    (Adobe)
    (Common)
    (1.0)
  ]
  /OtherNamespaces [
    <<
      /AsReaderSpreads false
      /CropImagesToFrames true
      /ErrorControl /WarnAndContinue
      /FlattenerIgnoreSpreadOverrides false
      /IncludeGuidesGrids false
      /IncludeNonPrinting false
      /IncludeSlug false
      /Namespace [
        (Adobe)
        (InDesign)
        (4.0)
      ]
      /OmitPlacedBitmaps false
      /OmitPlacedEPS false
      /OmitPlacedPDF false
      /SimulateOverprint /Legacy
    >>
    <<
      /AddBleedMarks false
      /AddColorBars false
      /AddCropMarks false
      /AddPageInfo false
      /AddRegMarks false
      /ConvertColors /ConvertToCMYK
      /DestinationProfileName ()
      /DestinationProfileSelector /DocumentCMYK
      /Downsample16BitImages true
      /FlattenerPreset <<
        /PresetSelector /HighResolution
      >>
      /FormElements false
      /GenerateStructure false
      /IncludeBookmarks false
      /IncludeHyperlinks false
      /IncludeInteractive false
      /IncludeLayers false
      /IncludeProfiles false
      /MultimediaHandling /UseObjectSettings
      /Namespace [
        (Adobe)
        (CreativeSuite)
        (2.0)
      ]
      /PDFXOutputIntentProfileSelector /DocumentCMYK
      /PreserveEditing true
      /UntaggedCMYKHandling /LeaveUntagged
      /UntaggedRGBHandling /UseDocumentProfile
      /UseDocumentBleed false
    >>
  ]
>> setdistillerparams
<<
  /HWResolution [2400 2400]
  /PageSize [595.000 842.000]
>> setpagedevice


